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NinjaSat は 2023年 11月に打ち上げられた 6U サイズ (10× 20× 30 cm3) の超小型X線衛星で、2–50 keV に
感度を持つ非撮像型ガスX線検出器 (GMC) を 2台搭載している。GMC は天体画像が取れないので、バックグ
ラウンドは、明るいX線源がない天域 (blank sky) の観測データからモデル化する必要がある。特に荷電粒子に
よるバックグラウンドは、衛星の通過場所に依存するため、実データを用いたモデル化が必須となる。
本研究では、2024年 4月から 7月までの blank sky 観測データを用いてバックグラウンドスペクトルをモデル

化を試みた。地磁気カットオフ硬度 (COR) と GMC のバックグラウンドレートには相関があることが、観測デー
タから分かっている (岩田ほか、2025年春季年会)。NinjaSat 軌道上の COR は 2–21 GV で変化するが、データ
を COR に基づいて 4等分し、2–20 keV の範囲でスペクトルがどのように変化するかを確認した。その結果、ス
ペクトルの比に対する標準偏差は最大で 0.18 となり、∼9%の範囲でスペクトルの形状は一致していることが分
かった。次に、全データを使ってスペクトルテンプレートを作り、それを COR に応じて重みづけすることで、
バックグラウンドスペクトルのモデル化を行った。本講演では COR によるスペクトルの形状変化について述べ
るとともに、COR を用いてバックグラウンドスペクトルをモデル化する手順の詳細について発表する。


